
広
報 

主な内容 

平成18年度決算の概要について ……………２Ｐ 

第5次総合計画の策定に向けて ………………６Ｐ 

あいさつ運動標語コンクール  結果…………９Ｐ 

保健師さんのつぶやき ………………………13Ｐ 

阿智高だより …………………………………14Ｐ 

私たちの村（10/1現在）　人口6，502人　男3，132人　女3，370人　世帯2，075戸 

発行・編集：阿智村役場　〒395－0303　長野県下伊那郡阿智村駒場483番地　TEL．0265－43－2220　FAX．0265－43－3940　印刷・製本　龍共印刷株式会社 

●阿智村のホームページ　 
http://www.vill.achi.nagano.jp/

あち子どもスポーツまつり 
　10月14日（日）に、（第２小学校）において、あ

ち子どもスポーツまつりが、村内の小学生と清

内路村の小学生合わせて88人と大阪体育大学の

学生16人を交えて行われました。 

　キンボールやキックベースなどを行い、子供

たちは大喜びでした。 

あち子どもスポーツまつり 
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村債村債 
6億1,690万円万円 
11.3％ 

地方交付税地方交付税 
25億280万円万円 
45.8％ 

繰入金繰入金 
1億9,123万円万円 

3.5％ 
村税村税 
7億5,428万円万円 
13.8％ 

村税 
7億5,428万円 
13.8％ 

村債 
6億1,690万円 
11.3％ 

地方交付税 
25億280万円 
45.8％ 

繰越金 
2億210万円
3.7％ 

分担金・負担金 
4,743万円 

0.9％ 

繰入金 
1億9,123万円 

3.5％ 

その他 
2億5,598万円 
4.7％ 

その他 
4億4,905万円 

8.2％ 

県支出金 
1億9,064万円 
3.5％ 

国庫支出金 
2億5,316万円 
4.6％ 

自主財源　16億4,409万円 
　　　　　（30.1％） 

依存財源　38億1,948万円 
　　　　　（69.9％） 

歳入総額 
54億6,357万円 

　

９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

１８

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が　

億
６
、３
５
７
万
円(  
２
・
３
％
増
）、
歳
出
は　

億
３
、５
７
９
万
円

５４

５２

（
１
・
９
％
増
）、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
１
億
１
、１
４
１
万
円
の
黒
字
、

実
質
単
年
度
収
支
も
１
億
５
、３
１
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
新
阿
智
村
と
し
て
初
め
て
の
通
年
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
経
常
経
費
を
中
心
と
し
て
行
財
政

改
革
等
の
成
果
の
あ
が
っ
た
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
が
、
全
国
で
５
・
７
％
減
と
な
る
中
、
当
村
で
は
合
併
算
定
替
え
も
あ
り
、
１
・

３
％
減
に
留
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
交
付
税
は
ほ
ぼ
倍
と
な
り
、
地
方
交
付
税
全
体
で
は
、
５
・
６
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
合
併
に
伴
い
特
別
職
、
議
員
の
減
少
、
退
職
者
不
補
充
に
よ
り
、
人
件
費
が
６
、４
７
２
万
円

の
減（
８
・
１
％
減
）、
物
件
費
は
合
併
関
連
の
委
託
料
の
減
等
に
よ
り
、
８
、８
１
８
万
円
の
減（　

・
６
％
減
）

１４

と
大
き
く
減
額
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
方
、
公
債
費
は
２
億
１
、２
５
６
万
円
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た

影
響
で
、　

億
６
０
２
９
万
円（
６
・
８
％
増
）、
普
通
建
設
事
業
費
は
、
情
報
化
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
等
に

１１

よ
り
、
２
億
５
、８
０
９
万
円
の
減（　

・
２
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

２６

特別会計の歳入歳出決算

差引額歳　出歳　入会　　　計

3,2594億9,2215億2,480国 保 事 業（事業勘定）

2136,9207,133国 保 事 業（直診勘定）

607億1,1657億1,225老 人 保 健 医 療

4482億4,3892億4,837村 営 水 道 事 業

5,7921億2,3901億8,182温 泉 事 業

7263億8,9433億9,669下 水 道 事 業

1058,5778,682農 業 集 落 排 水 事 業

6005億6,0225億6,622介 護 保 険

平成18年度　決算概要 平成18年度　決算概要 平成18年度　決算概要 

一般会計決算（歳入）

増減額18年度歳入額項　　目

1,0757億5,428村 税

自　

主　

財　

源

▲ 9,1542億0,210繰 越 金

1億2,2331億9,123繰 入 金

704,743分担金・負担金

4904億4,905そ の 他

4,71416億4,409計

1億3,35425億0,280地 方 交 付 税

依　

存　

財　

源

▲ 1億7,5006億1,690村 債

▲ 2,2391億9,064県 支 出 金

1億2,3212億5,316国 庫 支 出 金

1,8922億5,598そ の 他

7,82838億1,948計

1億2,54254億6,357合　　　　計

（単位：万円）

（単位：万円）

●●● 平成18年度　決算概要●●●
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歳出総額 
52億3,579万円 

人件費 
7億3,309万 
14.0％ 

公債費 
11億6,029万円 
22.2％ 

物件費 
5億1,550万円 
9.8％ 

補助費等 
6億1,565万円 
11.8％ 

繰出金 
7億2,041万円 
13.8％ 

積立金 
4億3,622万円 
8.3％ 

普通建設事業費 
7億2,589万円 
13.9％ 

人件費 
7億3,309万 
14.0％ 

扶助費 
1億8,227万円
3.5％ 

公債費 
11億6,029万円 
22.2％ 

物件費 
5億1,550万円 
9.8％ 

貸付金 
120万円 
0.0％ 

補助費等 
6億1,565万円 
11.8％ 

繰出金 
7億2,041万円 
13.8％ 

積立金 
4億3,622万円 
8.3％ 

普通建設事業費 
7億2,589万円 
13.9％ 

維持補修費 
1,816万円 
0.3％ 

災害復旧事業費 
1億1,111万円 
2.1％ 

出資金 
1,600万円 
0.3％ 

今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
、
阿
智
中
学
校
の
改
築
工
事
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
伴
う
防
災
無
線
の
改
修
等
、

多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
村
税
、
地

方
交
付
税
の
収
入
確
保
も
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
出
来
る
限
り
の
歳

入
確
保
と
、
経
費
の
削
減
に
努
め
、
全
体

の
財
政
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会計別の基金・村債残高

村債残高（借金）基金残高（貯金）会  計  区  分

62億3,86230億5,543一 般 会 計

4,0831億4,965国 民 健 康 保 険 会 計

13億9,6811億5,693水 道 事 業 会 計

4,379温 泉 事 業 会 計

26億9,1803億2,322下 水 道 事 業 会 計

5億3,048221農 業 集 落 排 水 事 業

903介 護 保 険 会 計

108億9,85437億4,026合 計

（単位：万円）

一般会計決算（歳出・性質別）

増減額18年度歳出額項　　目

▲ 6,4477億3,309人 件 費

義 
務 
的 
経 
費

経 
常 
的 
経 
費 

▲ 1,1064億9,740うち職員等の給与

1,0291億8,227扶 助 費

7,38511億6,029公 債 費

1,96720億7,565小　　　　計

▲ 8,8185億1,550物 件 費

▲ 1,0271,816維 持 補 修 費

▲ 3,3616億1,565補 助 費 等

▲ 1億1,23932億2,496計

2億2,2124億3,622積 立 金

1,6001,600出 資 金

78120貸 出 金

1億5,7677億2,041繰 出 金

▲ 2億5,8097億2,589普 通 建 設 事 業 費投
資
的
経
費

7,3651億1,111災 害 復 旧 事 業 費

▲ 1億8,4448億3,700計

9,97452億3,579合　　　　計

（単位：万円）

総
務
費 

公
債
費 

民
生
費 

土
木
費 

衛
生
費 

教
育
費 

商
工
費 

消
防
費 

そ
の
他 

18年度 

17年度 

0

2

4

6

8

10

12

14

億
円 

一般会計決算（歳出・目的別）

●●● 平成18年度　決算概要●●●
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産
業
振
興

○
昼
神
ま
ち
づ
く
り
事
業
支
援
金
（
一
、

三
〇
〇
万
円
）

○
昼
神
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
植
栽
事
業（
六

〇
〇
万
円
）

○
治
部
坂
別
荘
内
道
路
改
修
事
業
（
九
九

一
万
円
）

○
産
業
振
興
補
助
金
（
三
、七
七
七
万
円
）

○
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
出
資
金
（
一
、六
〇

〇
万
円
）

○
誘
客
特
別
対
策
事
業
（
一
、〇
〇
〇
万

円
）

　
（
株
）
昼
神
温
泉
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
が

主
体
と
な
り
、
関
東
地
方
を
中
心
と
し

た
情
報
発
信
誘
客
活
動
を
行
っ
た
。

子
育
て
支
援
・
若
者
定
住
対
策
等

○
阿
智
第
一
小
学
校
耐
震
、改
修
工
事（
一

七
、三
五
七
万
円
）

○
分
譲
住
宅
地
造
成
工
事（
中
関
下
）（
一
、

四
九
一
万
円
）

○
定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事（
浪
合
）（
三
、

一
一
九
万
円
）

○
若
者
定
住
促
進
住
宅
新
増
改
築
等
支
援

金
（
二
、〇
四
三
万
円
）

　

若
者
が
村
へ
定
住
す
る
た
め
の
支
援
と

し
て
、
新
築
十
二
件
、
用
地
取
得
五
件
、

増
改
築
六
件
、
空
き
屋
取
得
一
件
に
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

○
村
営
住
宅
水
洗
化
工
事
（
古
料
、
丈
六

原
、
備
中
原
団
地
）（
二
、〇
八
八
万
円
）

自
治
会
・
住
民
の
自
主
的
活
動
へ
の
支
援

○
自
治
会
活
動
支
援
金
（
七
八
二
万
円
）

健
康
づ
く
り

○
水
中
運
動
教
室
（
九
三
七
万
円
）

○
プ
ー
ル
運
営
補
助
金
（
一
、六
〇
〇
万
円
）

○
介
護
予
防
、
生
活
支
援
事
業
（
一
、三
八

一
万
円
）

○
障
害
者
等
共
同
作
業
訓
練
事
業
（
七
九
六

万
円
）

農
林
業

○
振
興
作
物
栽
培
者
支
援
事
業
（
一
、六
五
五

万
円
）

○
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業（
一
、四
二
〇

万
円
）

生
活
環
境
整
備

○
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
事（
昼
神
）

（
一
、六
二
八
万
円
）

○
村
道
改
良
舗
装
工
事
（
三
、五
五
〇
万

円
）

　

改
良
工
事
（
園
原
地
区
二
ヵ
所
）

　

舗
装
工
事
（
濃
間
地
区
一
ヵ
所
）

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
一
、三
八

一
万
円
）

○
水
道
配
水
管
布
設
工
事（
九
七
八
万
円
）

○
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
（
二
、四
〇
二
万

円
）

○
下
水
道
事
業
（
七
、三
〇
〇
万
円
）

　

丸
山
、
備
中
原
、
中
関
下
、
馬
場
地
区

の
下
水
道
管
の
布
設
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
事
業 
平
成
18
年
度
決
算
 

平
成
18
年
度
決
算
 

主
な
事
業 

主
な
事
業 

　数字でみる財政事情
実質公債費比率経常収支比率財政力指数
借金返済金の割合自由に使えない資金自前の財政指数
１８％以下が望ましい７０～８０％が適正1に近いほど余裕

16.0%78.9%0.246 阿智村18年度

14.982.60.237 阿智村17年度

16.578.90.217 下伊那平均（H1７）

16.482.10.393 長野県平均（H1７）

17.081.50.337 県内町村平均（H1７）

【財政力指数】

　地方公共団体の財政基盤の強弱を示す指数で、「１」に近く、あるいは「１」を

超えるほど、財源に余裕がある。

【経常収支比率】

　財政構造の弾力性を示す数値。使い道が自由な経常一般財源から毎年必ず支払

う経常経費に充てられる割合をいう。比率が低い方が自由に使える資金が多い。

【実質公債費比率】

　昨年度から導入された新しい財政指標。普通会計だけでなく、いままで対象と

なっていなかった公営企業会計（水道、下水道等）の公債費を含めた額が、標準

財政規模（税＋交付税＋臨時財政対策債）に占める割合。この数字が高いほど、

公債費の割合が高く、財政を圧迫していることになります。この数字が２５％を超

えると、一部の起債が認められず、自主的な財政運営が制限されます。
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皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
し

た
運
営
を
す
る
た
め
に
、
医
療
保
険
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
乳
幼
児
に
つ
い
て
三
歳
未
満
ま
で
二
割

の
自
己
負
担
割
合
で
し
た
が
、
義
務
教

育
就
学
前
（
六
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
拡
大

し
ま
す
。

◆
今
ま
で
七
十
歳
以
上
の
方
と
老
人
医
療

で
医
療
を
受
け
る
方
が
療
養
病
床
に
入

院
し
た
時
に
「
食
事
・
居
住
費
」
を
自

己
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
十
五
歳

以
上
の
方
も
負
担
し
ま
す
。

◆
七
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
自

己
負
担
割
合
は
一
割
負
担
で
し
た
が
、

二
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

費
が
高
額
に
な
っ
た
時
の
自
己
負
担
限

度
額
（
一
般
）
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（
外
来
個
人
一
二
、
〇
〇
〇
円
か
ら
二

四
、
六
〇
〇
円
）

◆
世
帯
全
員
が
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳

未
満
の
世
帯
の
保
険
税
が
原
則
と
し
て

世
帯
主
の
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
年
金
額
が
十
八
万
円
未

満
の
場
合
や
、
介
護
保
険
料
と
あ
わ
せ

た
額
が
年
金
額
の
二
分
の
一
を
超
え
る

場
合
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
今
ま
で
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢

は
七
十
五
歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶
養

者
の
方
で
し
た
が
、
六
十
五
歳
未
満
の

方
と
そ
の
被
扶
養
者
と
な
り
ま
す
。

◆
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
方
の
特

定
健
診
が
始
ま
り
ま
す（
義
務
化
）。
ま

た
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
適
切
な
健

康
づ
く
り
を
支
援
す
る
特
定
保
健
指
導

も
あ
わ
せ
て
始
ま
り
ま
す
。
検
診
を
受

け
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
し
く
み

　

今
ま
で
の
老
人
保
健
医
療
に
変
わ
り
、

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
新
た

な
高
齢
者
の
独
立
し
た
医
療
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

●
運
営
主
体
は
広
域
連
合
が
担
当

　

長
野
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る

「
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」が
、

保
険
料
の
決
定
や
、医
療
を
受
け
た
と
き
の

給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。市
町
村
は
保
険
料

の
徴
収
、申
請
や
届
出
の
受
付
、保
険
証
の
引

渡
し
な
ど
の「
窓
口
業
務
」を
担
当
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

広
域
連
合
の
区
域
内
で
あ
る
市
町
村
に

お
住
ま
い
の
七
十
五
歳
以
上
の
方
、
及
び

六
十
五
歳
以
上
で
一
定
程
度
以
上
の
障
害

が
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
た
方
。

●
対
象
と
な
る
と
き

　

七
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
（
誕
生
日
当

日
か
ら
）、
七
十
五
歳
以
上
の
方
が
、
区

域
内
の
市
町
村
に
転
入
し
て
き
た
と
き
、

お
よ
び
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
一
定
程
度

以
上
の
障
害
が
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
た

と
き
等
に
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
必
要
な
手
続
き

　

制
度
の
変
更
に
伴
っ
て
、
特
に
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
転

入
・
転
出
や
転
居
と
い
っ
た
住
民
票
に
異

動
が
あ
る
と
き
、
或
い
は
保
険
証
を
紛
失

し
た
と
き
等
は
、
今
ま
で
ど
お
り
役
場
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
頂
き
ま
す
。

●
患
者
負
担
金

　

医
療
機
関
窓
口
で
は
、
今
ま
で
ど
お
り

の
負
担
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
全
員
が
保
険
料
を
負
担

　

医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
方
全
員
に

「
保
険
料
」
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ご
家
族
の
方
の
扶
養
に
な
っ

て
い
た
方
な
ど
は
、
直
接
的
に
は
保
険
料

を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

加
入
す
る
と
同
時
に
ご
自
身
で
保
険
料
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
は
総
費
用
の
一
割

　

保
険
料
は
、総
費
用（
総
医
療
費
か
ら
患
者

負
担
金
を
引
い
た
額
）の
一
割
部
分
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
決

め
ら
れ
ま
す
。こ
の
保
険
料
は
、原
則
と
し
て

年
金
か
ら「
天
引
き
」さ
れ
ま
す
。所
得
な
ど

の
状
況
に
応
じ
て
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
証

　

今
ま
で
は
「
保
険
証
」
と
「
老
人
保
健

受
給
者
証
」
の
両
方
を
見
せ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
制
度
で
は
「
保
険
証
」
の
み
の

提
示
で
受
診
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の

改
正
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第
5
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て

　
　
　

「
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」
の
た
め
に

　

現
在
、
阿
智
村
で
は
、
阿
智
村
第
五
次

総
合
計
画
（
以
下
「
第
五
次
計
画
」
と
い

い
ま
す
。）
の
策
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
第
五
次
計
画
」
で
は
、「
住
民
一

人
ひ
と
り
の
人
生
の
質
を
高
め
ら
れ
る
、

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に
、

①
子
育
て
支
援
・
若
者
定
住
②
健
康
づ
く

り
③
産
業
振
興
④
環
境
の
四
つ
を
重
点
施

策
と
し
て
、
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

で
は
、
改
め
て
「
持
続
可
能
な
村
」
と

は
何
か
と
言
い
ま
す
と
、
村
を
構
成
し
て

い
る
全
て
の
「
集
落
」
が
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
元
気
に
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
、
村
内
五
十
四
集
落

の
全
て
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に

向
か
う
の
か
を
分
析
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ご
家
族
（
世
帯
）
の
将
来
像
に
つ
い
て
、

村
内
一
六
六
〇
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
形
式
で
実
施
し
、
一
、一
九
五
世
帯
（
回

答
率　

％
）
か
ら

７２

回
答
を
得
ま
し
た
。

10年後5年後現　在
構成比世帯数構成比世帯数構成比世帯数
10.011910.112110.5126一人暮らし世帯
20.324220.824821.22532人世帯
67.480669.182668.48173人以上世帯

10年後5年後
構成比世帯数構成比世帯数
15.418413.8165増加している
17.621013.2157減少している
54.264870.5842変化なし

10年後5年後
585703後継者がいる
148169後継者はいない
333280わからない

10年後5年後
8881,061村内に住んでいる
8421,010現在の部落内
810現在の部落外
3841わからない
2316村内に住んでいない
20096わからない

「「「「「「「「「「「「「「私私私私私私私私私私私私私私のののののののののののののの家家家家家家家家家家家家家家族族族族族族族族族族族族族族のののののののののののののの将将将将将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来来来来来像像像像像像像像像像像像像像「私の家族の将来像」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののの」の調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果調査結果

（単位：世帯）

（要約）

○世帯員が増加する世帯も増加していますが、減少する世帯がそれを上回っています。

エ　世帯員数の増減

イ　阿智村での居住

○「現在の部落」に居住予定の世帯が減少するとともに、「わからない」とした
世帯が増加しています。

ウ　後継者

○「後継者がいる」世帯が減少するとともに、「わからない」とした世帯が増加
しています。

（単位：世帯）

（単位：世帯）

ア　家族構成
（単位：世帯）

○全体的に、世帯数の緩やかな減少傾向が見られます。類
型別の構成比は、ほぼ同率となっています。

はははははははははは
じじじじじじじじじじ
めめめめめめめめめめ
にににににににににに

は
じ
め
に
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調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査
結結結結結結結結結結
果果果果果果果果果果
かかかかかかかかかか
らららららららららら

調
査
結
果
か
ら

10年後5年後
608673農業を営んでいる
2023拡大している
308267縮小している
280379変化なし
04無回答

387401農業を営んでいない

10年後5年後
585703土地を所有している（したい）
148169土地を譲渡している（したい）
333280土地は所有していない

構成比世帯数
71.4853今後も住み続けたい
7.362一人暮らし世帯（10年後）
17.61502人世帯（10年後）
73.96303人世帯（10年後）
4.959住みたいが、住めない
2.732住みたくない

�
集
落
の
傾
向
を
探
り
ま
す

　

調
査
結
果
を
基
に
、
そ
の
集
落
が
、
今

後
も
「
存
続
す
る
」
の
か
、
又
は
「
存
続

で
き
な
い
」
傾
向
に
あ
る
の
か
を
探
り
ま

す
。

　
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
文
字
通
り
、
集
落
が
存
続

で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
指
し
ま

す
。

　

ど
の
よ
う
な
状
態
か
と
い
え
ば
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
が　

％
を
超
え
、
高
齢

５０

者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
多
く
な
る
こ
と

で
、
集
落
の
お
祭
り
や
道
普
請
な
ど
の
共

同
活
動
が
出
来
な
く
な
り
、
農
業
の
廃
業

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
荒
廃
が
進
み
、

や
が
て
は
、
集
落
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る

方
向
に
向
か
っ
て
し
ま
う
状
態
を
い
い
ま

す
。

�
限
界
集
落
の
何
が
問
題
な
の
か

　
「
限
界
集
落
」
に
な
る
と
、
様
々
な
問

題
が
発
生
し
ま
す
。

　

集
落
内
で
の
共
同
活
動
が
出
来
な
く
な

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
耕
作
放
棄

地
の
管
理
が
行
き
届
か
な
く
な
れ
ば
、
周

辺
の
里
山
も
含
め
て
荒
廃
が
進
み
ま
す
。

里
山
の
荒
廃
が
進
め
ば
、
有
害
鳥
獣
の
被

害
拡
大
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
保

水
力
の
無
く
な
っ
た
沢
で
は
土
砂
災
害
の

発
生
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
な
ど
、
下
流

域
を
含
め
た
広
範
囲
に
わ
た
り
想
像
以
上

に
大
き
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、「
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
誇
り
も
無
く
な
っ
て
い
く
の

で
す
。

�「
集
落
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

集
落
懇
談
会
で
は
、
調
査
結
果
を
お
示

し
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ん
か
ら
現
状
を
伺

う
こ
と
に
よ
り
、
集
落
ご
と
の
課
題
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
施

策
が
必
要
に
な
る
か
を
探
っ
て
お
り
ま
す
。

　

頂
い
た
ご
意
見
は
、
第
五
次
計
画
に
お

い
て
制
度
化
を
図
る
な
ど
、「
持
続
可
能
な

村
づ
く
り
」
の
た
め
に
反
映
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

キ　今後の阿智村での暮らし

○全回答者の約7割に当たる世
帯が、「今後も阿智村に住み
続けたい」という希望を持っ
ています。

（単位：世帯）

オ　農業 （単位：世帯）

カ　土地の所有 （単位：世帯）

○「農業を営んでいる」世帯は約１割減少
し、且つ、「縮小している」世帯は増加し
ています。

○「土地を所有している（したい）」
という世帯は、約１割減少してい
ます。

※無回答があるため、数値及び構成比の合計は、必ずしも一致しません。
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おしらせ 

教
育
委
員
の

改
選
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
の
塚
田
紀
昭
さ
ん
が
、
九
月

三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
り
、
九
月
定
例

議
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
、
引
き
続
き

教
育
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
十
月
三
日
の
臨
時
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
委
員
長
に
塚
田
紀
昭
さ
ん
、

委
員
長
代
理
に
宮
嶋
加
津
子
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

●
塚
田
紀
昭
さ
ん 
経
歴

　

・
長
野
県
立
高
校
校
長

　

・
県
教
育
委
員
会
教
学
指
導
課
、

　

高
校
教
育
課
主
幹
指
導
主
事

　

・
村
教
育
委
員
会
教
育
長
職
務
代
理
者

●
宮
嶋
加
津
子
さ
ん 
経
歴

　

・
村
教
育
委
員
会
委
員

　

阿
智
村
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図

る
た
め
、
よ
り
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
提

案
を
頂
き
、
共
に
進
め
る
場
と
し
て
、
本

年
五
月
三
十
一
日
に
「
男
女
共
の
会
」
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
誰
で
も
参
加
が
可
能
な

「
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
基
本

と
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
（
参
加
者
）
が

主
役
と
な
る
よ
う
、
和
や
か
な
意
見
交
換

を
通
じ
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解

を
周
囲
に
広
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
方
を
「
頑
張
っ
て
い
る
人
紹
介
」
と

し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
活
動
事
例

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
お
父
さ
ん
に
よ
る
絵
本
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
あ
っ
ち
パ
パ
’ s
」

の
活
動
や
、
個
人
の
活
動
な
ど
、
と
て
も

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
紹
介
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
の
会
へ
は
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で

き
、
ま
た
、
退
会
す
る
こ
と
も
自
由
で
す
。

　

毎
回
、
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
、
阿
智

村
中
央
公
民
館
会
議
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

塚田紀昭さん

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
今
後
の
活
動

「
地
域
へ
の
参
画
の
推
進
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

月
７
日　

第
６
回
意
見
交
換

１１
　

月
下
旬　

第
１
回
先
進
的
取
り
組
み
訪

１１

問
（
村
内
浪
合
予
定
）

　

月
初
旬　

第
７
回
意
見
交
換

１２
　

月
中
旬　

第
２
回
先
進
的
取
り
組
み
訪

１２

問
（
松
本
市
予
定
）

１
月
中
旬　
「
男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座
」

の
実
施

※
長
野
県
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
下
伊

那
地
方
部
（
下
伊
那
地
方
事
務
所
）
と

共
催
し
て
実
施
し
ま
す
。

２
月
中
旬　

第
８
回
意
見
交
換

　
　
　
　
　

第
３
回
先
進
的
取
り
組
み
訪

問
（
須
坂
市
予
定
）

３
月
下
旬　

年
度
末
総
会

●
お
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館　

�
四
三
―
二
〇
六
一

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る

「 
男  
女  
共 
の 
会 
」へ

だ
ん 
じ
ょ 
と
も 

か
い

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

�「男女共の会」活動方針 �

宮嶋加津子さん
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阿
智
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
会
で
は
、

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
豊
か
な
人
間
関
係

を
築
き
、
地
域
力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、

あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
の
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
」
に
合
わ
せ
、
今
年
度
は
初
め
て

あ
い
さ
つ
運
動
週
間
を
設
け
ま
し
た
。
期

間
は
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
心
の
通
う
家
庭
作
り
や

地
域
の
人
た
ち
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
原

点
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
第
一
歩
で
す
。
明
る
い

家
庭
や
社
会
を
目
指
し
て
、こ
の
機
会
に
、

あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
い
さ
つ
は

　

だ
れ
も
が
で
き
る　

思
い
や
り

（
阿
智
第
二
小
学
校
六
年　

原　
　

彩
夏
）

「
お
は
よ
う
」
の

　

む
こ
う
に
見
え
る　

あ
な
た
の
笑
顔

（
阿
智
第
三
小
学
校
六
年　

井
原　
　

南
）

あ
い
さ
つ
は

　

笑
顔
が
ふ
え
る　

プ
レ
ゼ
ン
ト

（
浪
合
小
学
校
六
年　
　
　

紀
岡　

姫
乃
）

あ
い
さ
つ
で

　

笑
顔
の
花
咲
く　

す
て
き
だ
な

（
阿
智
中
学
校
二
年　
　
　

井
原　

恵
理
）

■
優
秀
賞

塚
田　

貴
之　
（
阿
智
第
一
小
学
校
一
年
）

今
村　

悠
保　
（
同
三
年
）

園
原　

旭
晃　
（
阿
智
第
二
小
学
校
一
年
）

小
笠
原
菜
江　
（
同
三
年
）

石
原　

徹
也　
（
阿
智
第
三
小
学
校
六
年
）

原　
　

愛
咲　
（
同
一
年
）

福
井
亜
賀
司　
（
浪
合
小
学
校
六
年
）

塚
本
奈
奈
世　
（
同
六
年
）

長
谷
川
莉
奈　
（
阿
智
中
学
校
一
年
）

加
藤
木
磊
也　
（
同
三
年
）

【
一
般
の
部
】

■
最
優
秀
賞

「
お
だ
い
じ
に
」

　

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る　

隣
組

（
栄
町　

井
原
と
み
え
）

　

阿
智
村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
会
が
主
催

し
て
行
っ
た
「
第
十
六
回
あ
い
さ
つ
運
動

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」（
信
濃
毎
日
新
聞
社
・

阿
智
村
教
育
委
員
会
後
援
）
の
入
賞
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
各
学
校
単
位
で
教
職
員

や
地
元
の
育
成
会
が
三
点
ず
つ
を
選
出
し
、

そ
の
中
か
ら
育
成
連
絡
会
が
最
優
秀
賞
・
優

秀
賞
を
選
出
。最
優
秀
作
品
五
点
は
あ
い
さ

つ
標
語
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
各
戸
に
配
布
す

る
ほ
か
学
校
や
公
民
館
な
ど
に
貼
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
初
め
て
高
校
生
以
上

を
対
象
と
し
た
一
般
の
部
を
設
け
ま
し
た
。

応
募
作
品
十
四
点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
一

点
を
選
出
し
、
十
一
月
一
日
か
ら
始
ま
る

あ
い
さ
つ
運
動
週
間
の
標
語
と
し
て
使
用

す
る
予
定
で
す
。

　

受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

【
小
中
学
生
の
部
】

■
最
優
秀
賞

あ
い
さ
つ
で

　

感
謝
の
気
持
ち　

伝
え
よ
う

（
阿
智
第
一
小
学
校
六
年　

宮 
　

智
弘
）

保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
し
た

　

十
月
一
日
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
保
険

証
が
、
一
般
の
方
は
藤
色
に
、
退
職
者
方

は
黄
色
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
を

除
き
既
に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
今

ま
で
お
使
い
の
保
険
証
と
差
し
替
え
頂
き
、

記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
古
い
保
険
証
は
間
違
い
を
防

ぐ
た
め
に
各
ご
家
庭
で
破
棄
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

学
生
の
方
や
、
遠
隔
地
勤
務
等
の
理
由

に
よ
り
保
険
証
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、

早
め
に
届
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
機
関
を
受
診
の
際
は
、
必

ず
新
し
い
保
険
証
を
窓
口
で
提
示
し
て
受

診
し
て
下
さ
い
。

担
当
者
か
らお願

い
で
す

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
や
薬
局
で

薬
を
処
方
し
て
頂
く
際
、
一
ヵ
月
に
一
回

は
必
ず
保
険
証
の
提
示
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
老
人
保
健
法
の
該
当
の
方
は
、
医
療

受
給
者
証
の
提
示
も
お
願
い
し
ま
す
。

「
お
だ
い
じ
に
」

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る 
隣
組

あ
い
さ
つ
運
動
週
間
に
つ
い
て

あ
い
さ
つ
運
動

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品 
決
ま
る
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こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
々

の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」と

い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く
労
働

者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て

掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛　

金　

日
額　

三
一
〇
円

★
特
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し

込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と

し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
退
職

金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
等
、
建

退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い　
!!

★
ア
ド
レ
ス

　

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.

                                    jp/

   

★
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
長

野
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
六
―
二
二
八
―
七
二
〇
〇

　

厚
生
労
働
省
で
は
、毎
年
十
月
を「
労
働

保
険
適
用
促
進
月
間
」と
定
め
、労
働
保
険

の
周
知
・
加
入
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労
災
保

険
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
）
の
総
称
で

あ
り
、
農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
い

て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
国
の
保
険
制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
事
業
主
が
制
度
を
十
分
認
識

し
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
零
細
事
業

を
中
心
と
し
て
未
手
続
事
業
場
が
存
在
し

て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
未
手
続
事
業
の
適
用
促
進

に
つ
い
て
は
、
制
度
の
健
全
な
運
営
、
費

用
負
担
の
公
平
及
び
労
働
者
の
福
祉
の
向

上
等
の
観
点
か
ら
、「
労
働
保
険
適
用
指

導
員
」
が
個
別
訪
問
す
る
な
ど
、
従
来
に

も
増
し
て
厳
し
い
加
入
指
導
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

個
別
訪
問
等
に
よ
る
再
三
の
保
険
加
入

指
導
に
よ
っ
て
も
自
主
的
に
成
立
手
続
を

と
ら
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
職
権
の

行
使
に
よ
る
「
強
制
加
入
」
の
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
労
災
保
険
の
成
立
手
続
を
行
っ

て
い
な
い
期
間
に
労
災
事
故
が
起
こ
っ
た

場
合
は
、
労
災
保
険
給
付
額
の
一
〇
〇
％

又
は
四
〇
％
が
事
業
主
か
ら
徴
収
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

十
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

労
働
者
が
一
人
で
も

事
業
主
は
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す

　

労
働
保
険
は
、
従
業
員
が
失
業
し
た
場

合
の
生
活
の
安
定
を
図
る
失
業
給
付
や
、

業
務
上
や
通
勤
途
上
の
災
害
に
対
し
て
の

必
要
な
給
付
を
行
う
な
ど
の
制
度
で
す
。

　

加
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
早
急
に
手

続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
労
働
保
険
加
入
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田 
雇
用
保
険
課
適
用
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

二
四
―
八
六
〇
九

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

二
二
―
八
六
〇
九

飯
田
労
働
基
準
監
督
署 
第
二
課
労
災
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

二
二
―
二
六
三
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

二
三
―
〇
二
九
三

★
予
防
接
種
対
象
者

◎
以
下
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
阿
智
村
に
住
民
票（
保
護
者
）の
あ
る
方

②
平
成
元
年
四
月
二
日
〜

　

平
成
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

③
保
護
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
方

　
（
予
診
票
の
保
護
者
同
意
欄
に
署
名
が
必
要
）

④
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方

　
（
予
診
票
の
本
人
同
意
欄
に
署
名
が
必
要
）

★
実
施
方
法

◎
各
高
等
学
校
等
に
お
い
て
集
団
接
種
す

る
か
、
飯
伊
の
予
防
接
種
実
施
医
療
機

関
で
接
種
。

◎
該
当
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
郵
送
し
ま

し
た
通
知
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
四
五
―
一
二
三
〇
）
へ
相
談
下
さ
い
。

若
年
の
麻
し
ん（
は
し
か
）

感
染
を
防
ぐ
た
め
、

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
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1　雇用保険の受給資格要件が変わります　　平成19年10月１日以降に離職した方が対象 
　これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短時間労働者以外の一般被保険者／短時間被保険者、高年齢

継続被保険者／高年齢短時間被保険者）がなくなり、雇用保険の基本手当の受給要件が一本化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2　育児休業給付の給付率が50％に引き上げられます 
平成19年3月31日以降に職場復帰された方から平成22年3月31日までに育児休業を開始された方までが対象 
　給付率が休業前賃金の40％から50％に引き上げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3　教育訓練給付の要件・内容が変わります 
平成19年10月１日以降に指定講座の受講を開始された方が対象 
　本来の受給要件は、「３年以上」の被保険者期間が必要ですが、当分の間、初回に限り「１年以上」に緩和されま

す。 

　また、これまで被保険者期間によって異なっていた給付率及び上限額が一本化されます。 

・短時間労働者以外の一般被保険者 

　　⇒離職前１年間に 

　　　　14日以上勤務した月が６月 

・短時間被保険者 

　　（週所定労働時間20～30時間） 

　　⇒離職前２年間に 

　　　　11日以上勤務した月が12月 

 

休業期間中　　　　　30％　　　　　休業期間中　　　　　30％ 

　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　　＋ 

職場復帰後６か月　　10％　　　　　職場復帰後６か月　　20％ 

 

被保険者期間３年以上５年未満　　　　被保険者期間３年以上 

⇒20％（上限10万円）　　　　　　　　　　　　⇒20％（上限10万円） 

被保険者期間５年以上　　　　　　　　（初回に限り、被保険者期間１年 

⇒40％（上限20万円）　　　　　　　　　以上で受給可能） 

☆詳しくは、飯田公共職業安定所(TEL0265-24-8609 雇用保険課)へお尋ねください。 

また、厚生労働省ホームページ(http:www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/koyouhoken05/index.html)でもご覧になれます。 

（注）詳しい条件等は公共職業安定所 
　　（ハローワーク）にお問い合わせください。 

　雇用保険の基本手当を受給するためには週

所定労働時間の長短にかかわらず、原則、離

職前２年間に11日以上勤務した月が12月の

被保険者期間が必要。 

 

※　倒産・解雇等により離職された方は、離

職前１年間に11日以上勤務した月が６月の

被保険者期間が必要。（注） 

【旧】 【新】 

【旧】 【新】 

【旧】 【新】 

※育児休業給付の支給を受けた期間は、基本手当の算定基礎期間から除外されます 
（平成19年10月１日以降に育児休業を開始された方に適用） 
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おしらせ 
　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労

働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
し
て

い
る
全
て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長

野
県
最
低
賃
金
」
が
、
平
成
十
九
年
十
月

二
十
一
日
か
ら
時
間
額
六
六
九
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
十
九
年
十
月
二
十
日
ま
で

は
時
間
額
六
五
五
円
と
な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先
は

　
　

飯
田
労
働
基
準
監
督
署

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

二
二
―
二
六
三
五

の
者
は
、
調
査
書
、
そ
の
他
の
者
は

高
校
卒
業
証
明
書
等

③
宛
名
を
記
入
し
た
返
信
用
官
製
は
が

き

●
選
考
方
法

　

○
職
業
適
性
検
査　

○
面
接

　

○
学
科
試
験
（
国
語
Ⅰ
・
数
学
Ⅰ
）

●
入
学
審
査
料

　

長
野
県
収
入
証
紙　

二
、
二
〇
〇
円

●
募
集
期
間

　

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日
�
〜

　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
二
日
�

●
選
考
日

　

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
�

●
合
格
発
表

　

平
成
十
九
年
十
二
月
四
日
�

※
一　

募
集
人
員
は
、
定
員
二
十
名
か
ら

推
薦
合
格
者
を
差
し
引
い
た
人
数
と

な
り
ま
す
。

※
二　

定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
募
集

期
間
を
過
ぎ
て
も
募
集
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
三　

入
校
願
（
指
定
様
式
）
は
、
当
校

又
は
公
共
職
業
安
定
所
に
あ
り
ま
す
。

な
お
入
校
願
等
が
必
要
な
方
は
、
返

信
用
封
筒
へ
一
四
〇
円
切
手
を
貼
付

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
飯
田
技
術
専
門
校
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。﹇
担
当
：
金
田
﹈

〒
三
九
五
―
〇
八
二
三

　

飯
田
市
松
尾
明
七
五
〇
八
―
三

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

二
二
―
一
〇
六
七

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

二
二
―
四
〇
一
五

●
自
動
車
整
備
科
（
修
学
期
間
二
年
）

　
【
募
集
定
員
】　

十
名
程
度

　
【
応
募
資
格
】　

平
成
二
十
年
三
月
高
校

卒
業
見
込
み
の
者
、
高
校
卒
業
者
又

は
同
等
以
上
の
者
（
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
合
格
者
）

●
木
造
建
築
科
（
修
学
期
間
一
年
）

　
【
募
集
定
員
】　

十
名
程
度

　
【
応
募
資
格
】　

平
成
二
十
年
三
月
高
校

卒
業
見
込
み
の
者
、
高
校
卒
業
者
又

は
同
等
以
上
の
者
（
高
等
学
校
卒
業

者
以
上
の
年
齢
で
あ
れ
ば
応
募
可
能
）

●
提
出
書
類

①
入
校
願
（
指
定
様
式
）

②
平
成
二
十
年
三
月
高
校
卒
業
見
込
み

長
野
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
し
ら
せ

飯
田
技
術
専
門
校

　

平
成　

年
度

２０
訓
練
生
募
集
案
内
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つぶやき 
保健師

さんの
 

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららららららら
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
えええええええええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康

介
護
保
険
の
状
況
か
ら
み
え
る
健
康

　

年
度
に
初
め
て
介

１８
護
保
険
を
申
請
さ
れ
た

介護保険新規申請の状況（平成18年度） 

6.3 
%

が
ん
が
ん 

心
疾
患

心
疾
患 

4.8 
％ 

認知症 
22.2％ 

脳血管疾患 
20.6％ 

骨折・転倒 
19.0％ 

関節・ 
筋力低下 
14.3％ 

その他 
11.2％ 

心
疾
患 

0 100％ 

4.8 
％ 

認知症 
22.2％ 

脳血管疾患 
20.6％ 

骨折・転倒 
19.0％ 

関節・ 
筋力低下 
14.3％ 

その他 
11.2％ 6.3 

%

パーキンソン 1.6％ 

が
ん 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

5 6

23 23

41
健診受診者年代別HbA1c値 5.2以上の割合 

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 

5

％ 

6

23 23

41
44

● ●　保　健　計　画　● ●
事　　　業月　　日事　　　業月　　日

4・7ヶ月健診12月18日ポリオ予防接種10月26日
10ヶ月健診12月19日4・7ヶ月健診10月30日
1歳6ヶ月児健診12月21日10ヶ月健診10月31日
リハビリ教室毎週金曜日ひよっこ健診11月  7日
水中運動教室（基礎教室）毎週水・木・金曜日3歳児眼科健診11月  8日
水中運動教室（目的別教室）毎週月・木・金曜日4・7ヶ月健診11月27日

2歳児健診11月30日

方
は　

名
お
り
ま
し
た
。
ど
う
い

６３

う
こ
と
が
原
因
で
申
請
が
出
さ
れ

る
か
を
み
る
と
認
知
症
、
脳
血
管

疾
患
、
骨
折
や
筋
力
低
下
の
順
に

な
り
ま
す
。

認
知
症
に
な
る
の
は
、
家
族
、

特
に
連
れ
合
い
が
亡
く
な
っ
た
こ

と
、
自
分
や
家
族
の
病
気
が
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

脳
血
管
疾
患
に
な
る
原
因
と
し

て
は
、
血
圧
が
高
い
こ
と
、
糖
尿

病
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

新
規
に
脳
卒
中
が
原
因
で
申
請
さ

れ
た
方
の
３
割
は
糖
尿
病
の
あ
る

方
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
脳
卒
中
を
予
防
し

て
い
く
に
は
血
圧
だ
け
で
は
な
く

血
糖
（
血
液
中
の
糖
）
の
値
を
正

常
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

今
年
の
健
診
結
果
か
ら
血
糖
の

値
を
み
る
と
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
値

が
高
く
（
５
・
２
以
上
）
注
意
が

必
要
な
方
が
１
４
８
名
（
全
体
の

　

％
）
お
り
ま
し
た
。

２８
血
糖
の
値
が
高
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
す
い
臓
の
働
き
が
弱

く
な
っ
た
状
態
で
す
。
こ
の
値
で

は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

要
注
意
だ
っ
た
方
は
糖
尿
病
や
脳

卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
改
善
に

向
け
た
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、　

〜　

歳
の
方
は
積
極

４０

７４

的
に
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
と
は
、
飲
食
に

よ
り
変
わ
る
血
糖
値
と
は
異
な

り
過
去
１
〜
２
ヶ
月
の
血
糖
の

値
を
示
す
も
の
で
す
）

　

食
事
と
平
行
し
て
こ
ま
め
に
動

く
こ
と
で
筋
力
低
下
も
予
防
で
き

ま
す
。

積
極
的
に
楽
し
み
を
見
つ
け
て

元
気
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

阿
智
村

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ま
で
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、「
自

立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
役
場

に
設
置
し
ま
し
た
。
高
齢
者
、
障

害
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
現
在

の
地
域
で
の
生
活
を
継
続
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
宅
や
各
地
域
へ
も
訪

問
し
て
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

【
連
絡
先
】

　

阿
智
村

　

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

電
話　
　

－

１
１
４
０

４５（　

時
間
対
応
）

２４
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阿智村の皆さん、こんにちは。朝夕めっきっり寒くなり、紅葉が待ち遠しい季節となりましたが、いか

がお過ごしでしょうか？

２学期も半ばにさしかかり、３学年はそれぞれの進路実現に向けて、就職試験や大学受験シーズンを迎

え､１．２年生は勉学・部活動の両立に励み、充実した学生生活を送っています。

今回の阿智高だよりでは、８月～１０月に行われた行事等を紹介します。

10月　修学旅行（2学年） 
11月　クラスマッチ 
　　　 2学期期末テスト 
　　　 阿智・浪合中学校との交流会 

10月～月～12月の予定月の予定 10月～12月の予定 
12月　保護者懇談会 
　　　 2学期終業式 

学校評議員会・阿智高校協力会総会（８月６日）

中学生体験学習（８月１日）

　中学３年生を対象とした､中学生体験入学を実施いたし

ました。体験授業（国語・世界史・理科・英語・書道・簿記）、高

校生との懇談会、部活動見学（体験入部）を行いました。

阿智祭（７月28日）

強歩大会（10月５日）

　強歩大会は天候にも恵まれ､無事終えることがで

きました。本年度はコースを変更し、阿智高校から

折り返し地点の極楽峠パノラマパークをめざし、阿

智高校へと戻る全２８kmの厳しいコースに全校生徒が

挑みました。完走した生徒たちを待っていたのは、

PTAの方々が用意してくれた温かい豚汁でした。PTA

の皆さんご協力ありがとうございました。
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　敬老の日にあわせて平成19年度中に88歳、90歳以

上になられる皆さんに、村長、民生委員がそれぞれの

ご家庭を訪問し、敬老祝券などを贈り長寿を祝福しま

した。

　今年度は88歳の方が36人、90歳以上の方が127人

で、そのうち100歳以上の方が4人おられます。（９月

１日現在）

　写真は今年6月に100歳になられた 坂潔さんです。

ふくまるくんで公共料金も

　あちポイントカード加盟店会で発行しているポイン

トカード（ふくまるくん）のポイントで、村の公共料

金（税金、証明料等）の支払いが、１０月１５日（月）より

利用できるようになりました。

　ポイントカードでの、公共料金の支払いは県下初と

なります。

いつまでもお元気に

222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年777777777777777777777777777777777月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月222222222222222222222222222222222444444444444444444444444444444444日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日まままままままままままままままままままままままままままままままままでででででででででででででででででででででででででででででででででににににににににににににににににににににににににににににににににに2011年7月24日までに

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロログググググググググググググググググググググググググググググググググ放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送ははははははははははははははははははははははははははははははははは終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了了しししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。アナログ放送は終了します。
　それ以降、アナログテレビについてはデジタ

ルチューナーなどを取り付けなければ視聴でき

なくなります。　　くわしくは、お近くの電気店まで、

　　　　　　　　　　　 お早めにおたずねください。

地上デジタルチューナー搭載
機器ロゴマーク
　地上デジタル放送に対応しているか

どうかを見分けるには、このマークを

目印にしてください。

　地上デジタル放送に関する誤った情報や、不十分な情

報に基づいて関連商品・サービスを売りつける悪質商法

にご注意ください。

地デジに関するお問い合せは、
総務省地上デジタルテレビジョン
放送受信相談センター
（平日9：00～21：00、土・日・祝日9：00～18：00）

ＩＰ電話等、上記番号でつながらない方は03－4334－1111で、お受けいたしております。

0570－07－0101

総務省／（社）地上デジタル放送推進協会（Ｄ－ＰＡ）http://www.d-pa.org/
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納めましょう！国民年金
年　金太郎

　

本
年
も
敬
老
の
催
し
が
各
自
治
会
ご
と
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
日
ま
で
御
苦
労
さ
れ
た
高
齢
者

の
み
な
さ
ま
の
お
幸
せ
を
願
う
も
の
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
来
年
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
る
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、

大
き
な
問
題
で
す
。
今
ま
で
保
険
料
を
納
め
る
必
要
の
な
か
っ
た
高
齢
者
全
員
か
ら

保
険
料
を
徴
収
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
介
護
保
険
で
保
険
料
の
徴
収
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
医
療
保
険
料
が
加
わ
り
ま
す
。

　

国
の
財
政
難
が
あ
る
と
は
い
え
、
高
齢
者
へ
の
住
民
税
の
課
税
等
、
安
心
の
老
後

と
い
う
こ
と
が
遠
の
い
て
い
る
現
実
は
困
っ
た
も
の
で
す
。
参
議
院
選
挙
の
結
果
を

受
け
、
政
府
与
党
に
お
い
て
も
修
正
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
根
本
的
な
改
善

を
望
み
た
い
も
の
で
す
。

　

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
を
考
え
る
懇
談
会
を
開
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

国
か
ら
の
交
付
金
を
、
い
か
に
公
平
に
有
効
に
配
分
す
る
か
と
い
う
時
代
は
終
わ
り

を
つ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
自
か
ら
の
力
で
住
み
良
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
提
出
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、
大
半
の
み
な
さ
ん
が
「
こ
の
村
に
、
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
て

い
く
」
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
（
部
落
）
が
ど
う
し
た
ら
住

み
や
す
い
と
こ
ろ
に
な
る
か
、
住
み
続
け
ら
れ
る
条
件
は
な
に
か
を
話
し
合
い
、
村

が
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
村
計
画
に
入
れ
さ
せ
て
い
く
た
め
、
話
し
合
い
を

持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
是
非
、
自
分
達
で
で
き
る
こ
と
を
探
す
こ
と
も
含
め

て
、積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
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